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①  編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-152 高等学校 外国語 英語表現Ⅱ  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 英Ⅱ・326 Revised BIG DIPPER English Expression Ⅱ 

 

１．編修の基本方針  

本教科書の編修にあたっては，学習者が日常的な話題を通じて人間性や社会性を育むことができ，

かつ，基本的な英語の運用能力や，英語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

を育成できる内容・構成となるように配慮した． 

編修の基本方針として，学習者の生活に即した題材を用いて，英語による基礎的かつ実践的な発信

技能を習得させること，またそれによって積極的にコミュニケーションを図り，事実や意見などを

多様な観点から考察する姿勢や能力を養うことが可能となるよう留意した． 

 

１．題材は，学習者に親しみやすく，かつ学習者の生きる力を育成する内容豊かなものを 

採用した． 

２．言語材料に関しては，中学校との連携を考慮して基本事項の定着を重視するとともに， 

その基礎を活用してさらに英語表現の能力を伸ばすことが可能となるように選定した． 

３．「書く」「話す」の生産的２技能を中心に育成する目的において，「読む」「聞く」の 

受容的２技能とも有機的に関連させる演習を随所に設け，学習者が幅広い言語活動に 

取り組むことができ，かつ積極的に授業に参加できるように配慮した． 

 

上述した内容・構成によって，学習者が多様な知識と教養を身につけ，主体的に社会の形成に参画

し，自他国の伝統・文化を尊重しつつ国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことが達成でき

る教科書となるように編修した． 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

見返し 

How to Write a Letter / 

Punctuation 

手紙や E メールで用いる基礎的な英語表
現を身につけさせる．（第 1 号） 

英語の句読法について正しい知識を習得
させ，標準的な英語における適切な表記を
追究する姿勢を養う．（第 1 号） 

相互の意見や関係性を尊重し，積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を
養う．（第 3 号） 

前見返しⅠ・Ⅱ 

 

後見返しⅣ・Ⅴ 

 

 

前見返しⅠ・Ⅱ 
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はじめに 

英語表現を効果的に身に 

つけるには  

英語学習のポイント・勉強する態度などを
点検することで，能力の伸長・創造性の涵
養を図る．（第 2 号） 

6～8 ページ 

PART 1 

Basic Rules for English  

Expressions 

英語で表現するための基本的かつ幅広い
知識を確実に身に付ける．（第 1 号） 

モデルとなる文章として，身近な題材を用
いることで，個性を尊重する態度や，豊か
な情操，道徳心を培う．（第 1 号） 

自己表現活動を通じて，創造性・自主性を
養う．（第 2 号） 

 

 

平等意識や公平の観念を養うため，男女・
人種などにおいて，偏りが生じないように
配慮した．（第 3 号） 

ボランティア活動や職業，生徒会活動など
の題材により，社会・集団へ主体的に参画
し，発展に寄与する態度を養う．（第 3 号） 

森林破壊の問題を扱うことで，環境保護の
意識を高める．（第 4 号） 

自国文化を尊重させる．また，国際協力へ
の意識を育む．（第 5 号） 

10～88 ページ 

 

10,14,26 ページほか 

 

 

Write a Short Paragraph! 

（11,13 ページほか） 

Express Yourself! 

（20～21 ページほか） 

英文・写真・イラスト全般 

 

 

38,56,80 ページ  

 

 

82 ページ 

 

28,42,68 ページ  

PART 2 

Communicative Functions 

of English Expressions 

言語の働き（機能）を念頭におき，様々な
場面で相手の存在を意識して，より効果的
なコミュニケーションを図る力を養う．
（第 1 号） 

発展的な表現活動を行うことにより，自律
性を培う．（第 2 号） 

平等意識や公平の観念を養うため，男女・
人種などにおいて，偏りが生じないように
配慮した．（第 3 号） 

言語の働きを学習することで，他人に対す
る心的な働きかけを意識して，自他の意見
の相違などを尊重しつつ対話を進める態
度を養う．（第 4 号） 

外国語学習の意義を考えさせ，国際社会の
一員である自覚を促す．（第 5 号） 

90～138 ページ 

 

 

 

Activities 

（91,93 ページほか） 

英文・写真・イラスト全般 

 

 

Model 

（90,92 ページほか） 

Column 3 

（124～125 ページ） 

114 ページ 

PART 3 

Advanced Communicative 

 Activities 

発展的な言語活動を通じて，自己表現能力
をさらに伸長させ，自主・自律の精神を養
う．（第 2 号） 

社会的なルールについて，対話を通じて理
解を深め，社会の一員としての責任意識を
高める．（第 2 号） 

自国の食文化についての理解を深め，それ
を英語で表現し，他国の人々に効果的に伝
えようとする態度を培う．（第 5 号） 

美しい自然や文化財を保有する日本の名
所について紹介し，郷土を慈しむ心を養
う．（第 5 号） 

140～153 ページ 

 

 

146～147 ページ 

 

 

140～143 ページ 

 

 

144～145 ページ 

 

 

後付 

Useful Expressions 

英語で表現するための基本的な知識を，反
復練習により定着させる．（第 1 号） 

154～164 ページ 

 



10 - 3 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

Ⅰ．教科書の特色 

 A. 学習しやすい パート別 / 見開き 2ページ 構成 

  1. パート別構成 

PART 1 で「英文構成の基本ルール〔文法〕」を， PART 2 で「言語の働き〔機能〕」 を 

習得します．いずれも表現活動に繋げる点を重視した構成となっています． 

＊「言語の働き〔機能〕」とは，「勧誘する」「依頼する」などのことばの働きのことで， 

これを理解することで，自分が伝えたい内容を的確に表現することが可能となります． 

  例えば，Can you play the violin?〔質問〕/ Can you lend me your bike?〔依頼〕の 

ように，同じ “Can you ～?” という疑問文でも「言語の働き」は異なります． 

さらに．PART 3 ではプレゼンテーション・ディスカッション・ディベートといった，よ 

り高度な言語活動を実践することが可能です． 

  2. 見開き 2ページ構成 

    見開き 2 ページの小ユニットで 1 レッスンが完結するので，テンポよく学習を進めること 

ができます．各レッスン内で，INPUT（簡明な解説・用例）～INTAKE（ドリル・練習問

題）～OUTPUT（自己表現活動）の流れをもった，豊富な学習内容を扱っています． 

 B. 理解しやすい パラグラフ・ライティング などのコラム 

       パラグラフ・ライティングや，語彙習得・発音などに関する注意点，サマリー・ライティン

グなどを，学習者の習熟度に応じて扱えるよう，PART 1,2 のコラムで取り上げています． 

Ⅱ．各課の構成 

 A. 正課：表現形式の習得・練習と自己表現活動がバランスよくできる内容としました． 

  1. PART 1： 英語で正しく表現するための基本的なルールの習得に主眼を置きました． 

   a) 左ページ：各課で学習すべきポイントを含むモデル文に，簡単な解説と補充例文を加え，

確認のためのドリル（基本問題）を設けました． 

   b) 右ページ：学習事項を定着させる練習問題を掲載しました．「コミュニケーションを支え

るもの」としての文法の役割を重視し，次のような絵〔状況〕を見て表現す 

る問題や，リスニング問題など，多彩な演習を取り入れています． 

〔図などは実際にはカラー印刷となります（以下同）〕 
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  2. PART 2： 言語の働き（機能）を意識した，より効果的なコミュニケーションを図る力を

育成することに重点を置きました． 

   a) 左ページ：各課で学習すべき機能表現を含むモデル文・関連表現を示し，基礎的な確認

問題により定着を図り，機能表現を応用した簡単な自己表現活動を行います． 

   b) 右ページ：機能表現の INTAKE を図る練習問題に続けて，それをさらに活用させるよう

な Activities を設け，自己表現活動を充実させました．Activities では，絵や

図表を絡めた問題・リスニング問題など多様な演習が可能です． 

 

  3. PART 3： PART 1,2 で習得した内容を基に，高度な言語活動に発展させるパートです． 

プレゼンテーション・ディスカッション・ディベートといった活動を，基礎からわかりやす

く説明しています．見開き 2 ページごとに「解説～実戦練習」の構成をとっており，段階を

追って学習することが可能です．  

B. 補充演習・コラムなど 

1. PART 1,2の概ね本課 4レッスンごとに，Review Exercises（復習問題）や，Express Yourself!

（自己表現活動）・Writing（email などの自由英作文）といった，学習事項をさらに定着・

発展させるページを用意しています． 

  2. コラムとして，PART 1 では文章（パラグラフ）作成，エッセイ・ライティング，PART 2

では語彙習得・発音・ポライトネスに関する注意点，サマリー・ライティングなどを，見

開き 2 ページの簡潔な構成で取り上げました．  

  3. 巻頭「はじめに」では，英語表現力を効果的に身につけるうえでの留意点を改めて確認し，

学習に臨む姿勢を点検できるようになっています．  

4. 前後の見返しでは How to Write a Letter〔手紙・E メールの書き方〕，Punctuation〔句読

法〕など，主にライティング活動に関する注意点を補足しました．  
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◆教材配当表 ＜B5判・168ページ・4色＞  

課 タイトル（学習事項） 課 タイトル（学習事項） 

はじめに―英語表現力を効果的に身につけるには PART 2  機能シラバス 

PART 1  文法シラバス 1 What’s Your Favorite Dish?（好き嫌いを述べる） 

1 School Festival（現在・過去／進行形） 2 
A Guitar Concert 

（勧誘する・招待する，期待する） 

2 A Trip to Sapporo（未来表現） 3 
Uniforms or Casual Clothes? 

（希望・欲求を述べる） 

3 My Dear Friend（現在完了／進行形） 4 Studying Abroad（計画・意図を述べる） 

4 
Online Shopping 

（過去完了／進行形／未来完了） C1 語彙を効果的に身につけるには 

C1 パラグラフの「型」を意識しよう 5 After School（義務・必要を述べる） 

5 A Dog in a Barbershop（助動詞） 6 A Korean Drama（程度・譲歩を述べる） 

6 A Favorite Saying（文型） 7 Going Bird Watching（依頼する・要請する） 

7 Japanese Food（受け身） 8 Meeting the Deadline（許可を求める） 

8 Visiting Spain（不定詞①） C2 リスニング，スピーキングにおける音声面での注意点 

C2 読みやすい英文を書くように心がけよう 9 
Why Do We Study English? 

（原因・理由を述べる，目的を述べる） 

9 Volunteer Activities（不定詞②） 10 Friendship Festival（感謝する，喜びを述べる） 

10 A Stage Actor（不定詞③） 11 Returning a Magazine（謝罪する，謝罪に応じる） 

11 I Like Singing（動名詞） 12 You Have My Sympathy（同情する，励ます） 

12 Cycling（分詞） C3 politeness（ポライトネス）を考えよう 

C3 パラグラフの「展開」を工夫しよう(1) 13 What Should I Do?（提案する，助言する） 

13 My New Hiking Boots（比較①） 14 Project Studies Program（賛成する，反対する） 

14 The Yangtze River（比較②） 15 
What Is Your Opinion? 

（個人的な意見を述べる） 

15 My Sister’s Job（関係詞①） 16 Cloning（予測・可能性を述べる） 

16 In Seattle（関係詞②） C4 サマリー・ライティング／和製英語 

C4 パラグラフの「展開」を工夫しよう(2) PART 3  発展的言語活動（プレゼンテーションなど） 

17 Taking Notes（関係詞③） 1 Making a Manuscript  

18 Dreaming of Space（仮定法①） 2 Making Your Presentation More Effective  

19 An Android Like You（仮定法②） 3 Being an Active Listener 

20 I Left My Smartphone（時制の一致・話法） 4 Having a Discussion  

C5 英語でエッセイを書いてみよう 5 Speaking in Order  

21 Student Council Election（否定・強調） 6 Thinking Logically and from Different Angles  

22 Think Green（無生物主語・名詞構文） 7 Brushing Up Your Thinking Ability 

EL 接続詞・代名詞・形容詞・冠詞・前置詞 Useful Expressions／Index 

* 各課 1～2 時間で学習． * はじめに：表現力養成上の基礎的な留意事項をまとめた導入ページ． 

* C：コラム〔パラグラフ・ライティングなど〕． * EL：Extra Lesson〔品詞などの学習〕． 

* 2～4課ごとに，Review Exercises〔復習問題〕(PART 1,2)，Express Yourself!〔表現問題〕(PART 1)を掲載． 

* 前後見返しでは「英文手紙・E メールの書き方」「句読法における留意点」を掲載． 
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① 編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-152 高等学校 外国語 英語表現Ⅱ  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 英Ⅱ・326 Revised BIG DIPPER English Expression Ⅱ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

Ⅰ．全般的な留意点  

A. 題材は，学習者の人間として調和のとれた成育に寄与するもので，学習者の実生活に即応し

たバラエティに富んだ内容（言語材料，言語使用の状況など）を取り揃えた． 

B. 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図る態度を育成するため，問題演習の指示文

は極力英語を用いた（ただし，英文構成の解説などは，基礎力の定着を図るものとして，適

宜日本語を使用した）．また，生徒が実際に言語活動を行いやすいように，具体的な指示・モ

デルパターンを掲載した． 

C. 事実や意見などについて，多様な観点からの考察や，表現上の工夫がなされるように，学習

者間の相互交流を意識した言語活動を多く設け，学習者中心の授業展開が可能となるように

構成した． 

Ⅱ．教科書の構成  ※教科書の概要は「編修趣意書（教育基本法との対照表）」をご参照ください． 

 A. PART 1：Basic Rules for English Expressions〔文法シラバス〕 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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① 基本例文・POINT  <INPUT> 

各課で学ぶべきポイントを含んだ英語の文章（モデル文）に，簡潔な解説・補足例文を添えて

います．モデル文に関しては，リスニング問題で内容を確認できるようにしています． 

  ② DRILL  <INTAKE> 

各々の文法事項に対して，確認のための基本問題を設け，ポイントの定着を促します． 

  ③ EXERCISES  <INTAKE> 

大問単位で左ページの各項目に対応した問題演習（項目対応型大問）となっています． 

単なる文法問題だけではなく，絵や文脈から適切な表現を考えさせる問題を取り入れています． 

  ④ Try!  <OUTPUT> 

実際のコミュニケーションを想定した完全英作文で，1 文を作る能力を養います． 

  ⑤ Write a Short Paragraph!  <OUTPUT> 

ポイントとなる文法事項を用いて 2～3 文程度の短い文章（パラグラフ）を書かせる，簡単な自

己表現活動の場を設けています．解答例を差し込みページに掲載しています．  

B. PART 2：Communicative Functions of English Expressions〔機能シラバス〕 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①Model  < INPUT > 

各課で学習する機能表現を含むモデル文で，dialog・speech・email などさまざまな種類の英

文を取り扱っています．また，リスニング問題で内容確認が可能です． 

  ② Key Expressions  <INPUT> 

モデル文で扱った機能表現に類する表現を，例文を用いて補足しています． 

  ③ Check Your Understanding  <INTAKE> 

空所補充問題によって，②で扱った表現の理解を確認し，定着を促します． 

   

① 

② 

⑤ 

⑥ 

③ 

④ 
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④ Give Your Own Answer  <OUTPUT > 

簡単な自己表現活動により，ポイントとなる機能表現を活用させます． 

  ⑤ Practice  < INTAKE・OUTPUT > 

部分英作文または整序英作文と完全英作文により，さらなる定着と活用を図ります．完全英作

文は，PART 1 の Try! と同様に，実際のコミュニケーションを想定したものとなっています． 

  ⑥ Activities  <OUTPUT> 

各課で学習した表現や話題に関して，応用的な言語活動により，実生活での活用事例につなげ

ていき，英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を養います． 

C. PART 3：Advanced Communicative Activities〔発展的言語活動〕 

プレゼンテーション〔3 課〕・ディスカッション〔2 課〕・ディベート〔2 課〕に関し，見開き

2 ページごとに「解説～Let’s Practice（実戦練習）」の構成をとっています．グループワーク

などを行うことで，アクティブ・ラーニングに活用できます． 

 

 

 

D. 補充演習・コラムなど：概ね本課 4 レッスンごとに，以下のコーナーを設けています． 

  1. Review Exercises〔PART 1〕 

    文法事項の確認と，一層の定着を促すための問題演習のページです．各回約 40 問の復習問題に

よって，ポイントの確認とより一層の定着を図ることができます． 
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2. Express Yourself!〔PART 1〕 

各課で学習したポイントを用いて，自己表現活動を行います．活動しやすいように，解答例を

挙げる，段階的な質問を設けるなどしています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3. Review Exercises〔PART 2〕 

    機能表現を復習・定着させるための問題演習（約 20 問）と，email や手紙などを題材に，ま

とまった分量の文章を書かせる練習を行います．Writing（下例）では活動しやすいように，モ

デルとなる文章やヒントなどを提示しています． 

 

  4. Column〔PART 1,2〕：解説と，確認・練習のための問題（下例）を掲載しています． 

◆上記によって，本課の学習からさらに表現能力を高めるように工夫されています． 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 
配当 

時数 

見返し 

How to Write a Letter / 

Punctuation 

内容 

(1) イ 主題を決め，様々な種類の文章を書

く． 

前見返しⅠ・Ⅱ 

後見返しⅣ・Ⅴ 

― 

 



10 - 10 

 

はじめに 

英語表現を効果的に身に 

つけるには 

内容の取扱い 

(3) 生徒の実態に応じて，多様な場面におけ

る言語活動を経験させながら，中学校や高

等学校における学習内容を繰り返して指導

し定着を図るよう配慮するものとする． 

6～8 ページ 1 

PART 1 

Basic Rules for English  

Expressions 

内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で

話す．また，伝えたい内容を整理して論理

的に話す． 

イ 主題を決め，様々な種類の文章を書く． 

(2) イ 論点や根拠などを明確にするとと

もに，文章の構成や図表との関連，表現の

工夫などを考えながら書くこと．また，書

いた内容を読み返して推敲すること． 

内容の取扱い 

「英語表現Ⅰ」の３と同様に取り扱うもの

とする． 

内容 (1) ア 

EXERCISES 

（11 ページ, [1]， 

13 ページ,[2] ほか） 

イ 

Write a Short 

Paragraph! 

（11,13 ページほか） 

Express Yourself! 

（20～21 ページほか） 

Column 

（22～23 ページほか） 

(2) イ  

Column 

（64～65 ページほか） 

内容の取扱い 

本書全般（以下同） 

71 

PART 2 

Communicative Functions 

of English Expressions 

内容 

(1) ア 与えられた条件に合わせて，即興で

話す．また，伝えたい内容を整理して論理

的に話す． 

イ 主題を決め，様々な種類の文章を書く． 

(2) ア 英語の音声的な特徴や内容の展開

などに注意しながら話すこと． 

内容 (1) ア  

Activities 

（91,93 ページほか） 

イ  

Writing 

（99,111 ページほか） 

(2) ア  

Activities 

（91,93 ページほか） 

Column 

（112～113 ページ） 

43 

PART 3 

Advanced Communicative 

Activities 

 

内容 

(1) ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだ

ことや経験したことに基づき，情報や考え

などをまとめ，発表する．また，発表され

たものを聞いて，質問したり意見を述べた

りする． 

エ 多様な考え方ができる話題について，

立場を決めて意見をまとめ，相手を説得す

るために意見を述べ合う． 

(2) ウ 発表の仕方や討論のルール，それら

の活動に必要な表現などを学習し，実際に

活用すること． 

エ 相手の立場や考えを尊重し，互いの発

言を検討して自分の考えを広げるととも

に，課題の解決に向けて考えを生かし合う

こと． 

内容 (1) ウ 

140～145 ページほか 

 

 

 

 

エ 

150～153 ページ 

 

(2) ウ 

142～143 ページほか 

 

エ 

146～147 ページほか 

 

20 

 

後付 

Useful Expressions 
内容の取扱い 

「英語表現Ⅰ」の３と同様に取り扱うもの

とする． 

154～164 ページ 5 

計 140 

※配当時間は，正課・コラム等各 1～2 時間として計算（考査・発表等含む）． 

 

 


